
五百亀通信
「画家・安藤義茂の眼～生命を慈しむまなざし～」
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期間：令和6年1月30日（火）～3月24日（日）

開館10周年を締めくくる本展覧会では西条市でも根強い人気を保つ

「刀画（とうが）」という独自の技法を生み出した松山市北条出身の

画家・安藤義茂（1888～1967）に焦点を当て、画家として存在感を

高めながらも自ら画壇に背を向けた約60年にわたる「孤高の画家」人

生を振り返ります。

初期の貴重な自画像をはじめ画道に専念するため朝鮮に渡り、市井の

風俗を描いた油彩画や日本画、身近な動植物を慈しみ描いた水彩画、

墨画、粘土画など多彩に描かれた作品を通して眼にふれる全てのもの

に歓びを見出した安藤の幅広い画業を紹介します。

2月の市民ギャラリーご案内
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【 写団ひうち47周年写真展 】

2月20日(火)正午～2月25日(日)16時

2024年
2月号

「十河信二ゆかりの地見学ツアー」で十河信二作品を紹介

【関連イベント/フロアレクチャー】

◆日時 令和6年2月11日（日）14時～（1時間程度）
◆場所 五百亀記念館1階特別展示室
◆定員 15名（参加費不要）

※お電話にて受け付けます。

＊元愛媛県美術館学芸課長・増田和朗氏に安藤義茂作品について

分かりやすく解説していただきます。

1月20日（土）愛媛県生涯学習センター主催『十河信二～新幹線

を走らせた信念の快男児～』の関連事業「十河信二ゆかりの地見学

バスツアー」の見学場所として当館にも来館されました。

伊藤五百亀作の十河信二胸像作品の紹介、お二人の関連話し、また

皆さん五百亀記念館への来館は初めてのようでしたので常設展示室

の五百亀作品展示解説もさせていただきました。
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